
2026 年 10 月 04 日 
午前 10 時 30 分 

 

聖霊降臨節第 20 主日／世界聖餐日、世界宣教の日／聖餐式 
           No. 40 

 

主日礼拝    

 

前奏 「今、装いせよ、暗き罪をぬぎ (75番)」 

(J.S.バッハ) 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞 

｢ハレルヤ。 

恵み深い主に感謝せよ、慈しみはとこしえに。 

主の力強い御業を言葉に表し 

主への賛美をことごとく告げうる者があろうか。 

いかに幸いなことか、裁きを守り 

どのような時にも恵みの業を果たす人は。｣ 

             (詩編 106:1～3) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 

信仰告白 使徒信条 

我は天地の造り主
ぬし

、全能の父なる神を信ず。我は 

その独
ひと

り子、我らの主
しゅ

、イエス・キリストを信ず。 

主は聖霊によりてやどり、処
おと

女
め

マリヤより生れ、 

ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に 

つけられ、死にて葬
ほうむ

られ、陰
よ

府
み

にくだり、三日目に 

死人のうちよりよみがへ
え

り、天に昇り、全能の父な

る神の右に坐
ざ

したまへ
え

り、かしこより来
きた

りて、生け

る者と死ねる者とを審
さば

きたまは
わ

ん。我は聖霊を信ず、

聖なる公同の教会、聖徒の交
まじ

は
わ

り、罪の赦
ゆる

し、身体
か ら だ

の

よみがへ
え

り、永
とこ

遠
しえ

の生命
い の ち

を信ず。アーメン。 
 

賛美 202「よろこびとさかえに満つ」 

 

 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 

聖書 ヘブライ人への手紙 6:4～12 
新約(新共同訳)P406～P407 

4 一度光に照らされ、天からの賜物を味わい、聖霊にあずかる

ようになり、5 神のすばらしい言葉と来るべき世の力とを体

験しながら、6 その後に堕落した者の場合には、再び悔い改め

に立ち帰らせることはできません。神の子を自分の手で改め

て十字架につけ、侮辱する者だからです。7 土地は、度々その

上に降る雨を吸い込んで、耕す人々に役立つ農作物をもたら

すなら、神の祝福を受けます。8 しかし、茨やあざみを生えさ

せると、役に立たなくなり、やがて呪われ、ついには焼かれて

しまいます。9 しかし、愛する人たち、こんなふうに話しては

いても、わたしたちはあなたがたについて、もっと良いこと、

救いにかかわることがあると確信しています。10神は不義な



方ではないので、あなたがたの働きや、あなたがたが聖なる者

たちに以前も今も仕えることによって、神の名のために示し

たあの愛をお忘れになるようなことはありません。11わたし

たちは、あなたがたおのおのが最後まで希望を持ち続けるた

めに、同じ熱心さを示してもらいたいと思います。12あなた

がたが怠け者とならず、信仰と忍耐とによって、約束されたも

のを受け継ぐ人たちを見倣う者となってほしいのです。 

 

賛美 369「われら主にある」 
 

 

 
 

説教  「希望を持ち続ける」 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」 

(配餐前 1,2 節、後 3 節) 

 

賛美 566「むくいを望まで」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

祝祷  
 

アーメン 

 
 

後奏  「喜びと栄えに満つ (202番)」 

(R.H.ハーン) 

 
 

司 式：泉 克行 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：玉理 照子 

助 餐：塩冶・大代 


